
「大学コンソーシアム佐賀」共通教養教育科目シラバス 
開講年度 平成２３年度 開講時期 前学期 ・ 後学期 

科目名 ジャーナリズムの現在～地方紙の役割とメディアリテラシー～ 

担当教員（所属） 山形 武裕（経済学部） 

単位数 ２ 

曜日・校時 水曜 2 時限（10：30～12：00） 

曜日・校時 追記（授業形態） （対面授業） 

講義概要（開講意図・ 
到達目標を含む） 

主に新聞を媒体としたジャーナリズムの実際について理解を深めるとともに、その将来についても展望する。 
 
佐賀大学後期講座での佐賀新聞提供講座は今年で 10 回目となる。インターネットの急速な発達でメディアを取

り巻く環境が激変し、新聞もさまざまな対応が求められている。多メディア時代、佐賀新聞がどういう姿勢で新

聞をつくり、どんな役割を担おうとしているのか。速報性を担保し、読者との双方向性を高めるためにどんなこ

とを進めているのか。ありのままの佐賀新聞を知っていただき、これからの地方新聞のあり方、進むべき方向な

どを学生と一緒に考えていきたい。 
 
現代におけるジャーナリズムとして、特に新聞に対する理解を深める。また、佐賀新聞社において新聞作成の現

場体験を通して、新聞の役割・新聞社の取り組みについて新たな知見を得ると共に、将来に向けた展望を考察す

る。 
 
 

聴講指定  

履修上の注意 受講者数の制限があります。80 名までとしており、定員を超えた場合は抽選を行います。佐賀大学以外からの受

講生は、80 名の定員中、10 名程度までとします。詳細は掲示等で案内します。また、数回、佐賀新聞社（どん

どんどんの森）での講義もあります。その際は、15 分ほど遅らせて講義を開始します。 
授業計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各講義の担当者及び講義内容の確定が、3 月以降となるため、講義内容の概略のみ簡単に触れる。 
１．ガイダンス 
２．報道現場の最前線紹介（政治報道、司法報道、スポーツ報道等） 
３．新聞のデジタル戦略（広告、写真、動画、データ等） 
４．新聞の制作実習 
５．新聞の販売、広告 
６．総括 
 

成績評価の方法と基準 出席状況、参加意識や講義の理解度、レポート等で総合的に評価します。 
また、成績評価への照会については、学内の担当教員が履修登録した希望者本人のみに対して受け付けます。そ

の際は、できるだけ評価を確認した早いタイミングで、研究室を訪ねてください。不在の際は、メールアドレス

の方に連絡してもらい、対応日時についての調整をします。 
教科書 
 
 
 

特に用いず、必要な際は別途指示します。 

資 料 名 著 者 名 
発行所名 
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出版  
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参考図書 
 
 
 

特に用いず、必要な際は別途指示します。 

資 料 名 著 者 名 
発行所名 
・発行者名 

ISBN・ISSN 
出版  
年 

      

リンク 
 
 
 

 

名  称  U R L 

佐賀新聞社のホームページ http://www.saga-s.co.jp  

オフィスアワー 水曜３校時 

その他 開示する試験問題等：成績評価の判断材料（レポート等）を個別に開示します。 
開示方法：希望者には研究室にて個別に対応します。 

  

 


